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京都産業大学ギャラリーでは、2025年5月1日から、京都産業大学創立60周年記

念・第29回企画展「などころとめいしょ－和歌から洛外図まで－」を開催しています。

この関連企画として、京都産業大学外国語学部・玉村 禎郎教授による講演会「言葉から

ひもとく歴史と文化 ―京の地名が語るもの―」を開催します。 

京都に暮らした人々は、この地をどのように見つめ、どのように営んできたのでしょう

か。本講演は地名や名所に込められた言葉を分析し、原風景や都の風景をよみがえらせ

ます。言葉・歴史・地理・文学に関心のある方にとって、非常に興味深い内容です。ぜひ取

材いただき、広く紹介くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

【本件のポイント】  

・京都出身の日本語学者・玉村教授による講演では、地名は単に土地と土地を区別するた

めの手段ではなく、土地の有様を今に伝える証人でもあることを実感していただけます。言

語学的な手法によって地名を読み解き、そこからかつての風景をよみがえらせます。 

・日本は、久しく文字をもたなかった時代から、漢字を輸入し記録する時代へ、さらに仮名を

生み出し表現する時代へと大きく舵を切ってきました。いつの時代にもあった地名、人々は

そのような地名をどのように継承してきたのでしょうか。表記法が定まっている現代の人には

考え及ばぬことが多々ありました。今回の講演会では、そのような世界を垣間見ながら、地

名継承の問題や地名に馳せる思いなどについても考えます。 

・人々を魅了してきた京都の名所は、時に和歌に詠まれ、時に説話の舞台にもなってきました。

数々のドラマを生んだ京都の名所を取り上げる本講演会および企画展は、地名を手がかり

に魅力を浮き彫りにします。 

【講演会】 「言葉からひもとく歴史と文化』 ―京の地名が語るもの―」 

講師：玉村 禎郎氏（京都産業大学外国語学部教授） 

日時：2025年6月28日（土）13：30～15：00（開場13：00） 

場所：むすびわざ館ホール 

定員：200名（事前申込制・先着順） 

参加費：無料。申し込みは、京都産業大学Webサイトのイベント一覧から。 

 

（計 4 枚） 

京都産業大学ギャラリー 企画展「などころとめいしょ－和歌から洛外図まで－」 

「言葉からひもとく歴史と文化ー京の地名が語るものー」 

企画展関連講演会のご案内 



 
 

 

本件に関するお問い合わせ先 

内容について：京都産業大学 むすびわざ館事務室 TEL:075-277-0254 

取材について：京都産業大学 広報部          TEL:075-705-1411 

 

企画展「などころとめいしょ－和歌から洛外図まで－」  

・開催期間 2025年5月1日(木)～7月5日(土) 

・開 催 時 間 10：00～16：30 ※水曜のみ13：00～16：30（入館受付16：00まで） 

・休 館 日 日曜・祝日 

・場   所 京都産業大学ギャラリー(京都市下京区中堂寺命婦町1-10 むすびわざ館2階) 

・入 館 料 無料 

・主    催 京都産業大学ギャラリー 

・協 力 宇治市歴史資料館、京都産業大学図書館、京都府立京都学・歴彩館 

 

 

※ご取材いただける場合は大変お手数をおかけいたしますが、取材前日の１６時までに 

広報部まで連絡をいただきますよう、お願い申し上げます。 
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